
胃カメラの上手な飲み方

どうすれば楽にできるでしょうか？

いくつかポイントがあります！！

ウエストの締まった服で検査を受けると、胃に空気を入れて膨らました

ときに、おなかが苦しくなります。ベルトをゆるめるなど、楽な服装で

検査を受けてください。

ポイント１ 服装

検査の中で皆さんが一番苦しむのが胃カメラを飲み込むときです。食

道の入り口は、ものを飲み込もうとするときに開きます。胃カメラを

飲むときも一緒で、飲み込む動作をすることによって食道の入り口が

開き、カメラがスムーズに入っていきます。逆に『おえ！』となった

時には食道の入り口は閉じ、いくら頑張ってもカメラはノドを通りま

せん。

検査中、この一場面だけ、思い切って飴玉を飲み込む感覚で

「ゴクッ！」としてください。

ポイント2 思い切ってゴクッ！！



検査中に口の中にたまった唾液を飲み込むと、気管にはいって、むせま

す。一旦むせると苦しくなってしまいますので、唾液はどんどん口の外

に出してしまいましょう。

ポイント３ 唾液は飲み込まない！！

全身の力を抜いて検査を受けてください。力が入っているとカメラがス

ムーズに挿入できなくなってしまいます。

首、肩の力をぬいてベッドに身をゆだねましょう。

これは、鎮静剤を使用する方も、同じです。あまり緊張が強い状態だと

薬の効果が十分に発揮できないこともあります。

鼻から吸って～、口から「はぁ～」っと、はいて、あせらずに

ゆっくり呼吸しましょう。

ポイント４ リラックスしましょう！
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